
 

 

 

 

 

 

Ｓ小学部運動会開催！  

 一月遅れの報告となりましたが、５月２６日（土）

はS部門の小学部の運動会が開かれました。家族全

員で応援に来ていただいた御家庭も多く、子供たち

が声援に応えて精一杯頑張っている姿を御覧いた

だきました。特に今年新たに取り組んだソーラン節

のマスゲームでは、精一杯の演技に大きな拍手をい

ただきました。また、Ｎ部門のＰＴＡから受付等、

運営に御協力いただきました。部門を超えて協力が

できることが、鹿本学園の素晴らしいところだと思

います。競技の合間にはシカちゃん・モトちゃんも

登場して運動会を盛り上げてくれました。 

授業参観ありがとうございました  

 ６月８日（金）、９日（土）に行われた授業参観に

は、多くの皆様に参観いただき、月曜日の振替休業

日の御対応を含め、御協力に感謝いたします。 

本校は新学習指導要領に示されている「主体的、

対話的で深い学び」の観点を重視した授業改善に取

り組んでいます。配布した「授業参観ガイド」には、

３つの観点のうち、特にどの観点を重視した授業な

のかを分かりやすく説明いたしました。このような

授業の「見どころ集」を作成し、配布していること

は、他校にない取り組みです。これらの実践と研究

を積み重ね、来年2月7日（木）の全国公開研究会で

今年度の成果を発表いたします。鹿本学園の高い専

門性と先進的な研究を支える原動力となるのが授業

の公開です。 

６月19日（火）には外部の方向けの学校公開が開

催されました。当日は300名を超える申し込みがあ

り、混乱を防ぐため直前の申し込みをお断りするほ

どの盛況ぶりでした。当日は、平成31年度4月に開

校する臨海地区特別支援学校（仮称）の開設準備室

の相談コーナーも設け、入学を検討している就学前 

の保護者の支援にも当たりました。 

近隣小学校との交流学習  

６月は交流学習がたくさん行われました。 

 

 

 

 

 

 

まず5日（火）はN部門小３と上一色南小学校 

が交流、13日（水）はN部門小６と本一色小学校

が交流、14日（木）はN部門小３と上一色南小学

校、同日N部門小５と本一色小学校が交流。１５日

（金）にはN部門小２と本一色小学校、同日にＳ部

門小学部が鹿本小学校の４年生と交流をしました。  

鹿本小学校の太巻（うずまき）校長先生は初めて

本校を訪れたので、N部門も含めて、児童・生徒の

学習の様子も視察し、本校への理解を深めていただ

くことができました。 

大人になってからだと、障害のある人と手をつな

いだり、一緒にフォークダンスをしたりすることは、

なかなか経験できません。交流学習の素晴らしいと

ころは、小学校低学年のうちから同じ学年の障害の

ある子供たちと触れ合って、親近感を高められるこ

とです。近隣小学校の児童が成長し大人になり、こ

の地域で生活するようになっても、小学校の時の交

流学習での本校児童との思い出はしっかりと心に

刻まれています。大人になり、親となっても、鹿本

学園の子供たちのことを知っていてくれるという

ことが、この地域に生きる次の世代の子供たちの障

害理解や地域の共生社会を創るためにとても大切

な学習となっているのです。 

一例を上げれば、本校には23台のスクールバス

が1 日3 回構内に出入りします。放課後デイサー

ビスの自動車も多数出入りしていますが、近隣の住

民の方々からの苦情はありません。鹿本学園開校前

から、江戸川特支、小岩特支との交流学習を積み重

ねてきているからこそ、障害のある子供たちに優し

い地域の人情、風土が築かれているということを強

く感じます。 

本校は今年度から新たに東京都教育委員会から

社会貢献活動推進校として指定を受けました。本校

児童・生徒が地域での社会貢献を行うことを通じて、

本校や障害のある人たちへのさらなる理解啓発を

図ってまいります。      校長 庄司 伸哉 
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Ｓ部門 小学部運動会報告    ５月２６日（土） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｓ部門 中学部・高等部スポーツフェスタ報告    ５月１２日（土） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎ部門 小学部６年 移動教室報告  ５月３０日（水）～ ６月１日（金） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎ小学部６年生は、柏市の手賀の丘少年自然の家に行ってきました。昨年度市川での宿泊から半年。初めて

の２泊ではありましたがさすがは６年生、余裕をもって活動ができたように思います。天候にも恵まれほぼ予

定どおりの活動をすることができました。到着してすぐに隣接する手賀の丘公園で、恐竜滑り台、つり橋、タ

ーザンロープ等たくさんのアスレチックを楽しみました。１日目の夜のレクレーションは、室内キャンドルサ

ービスを楽しみました。２日目はカレー作りです。みんなで作ったカレーの味は格別でした。午後は手賀沼散

策をしました。広々とした空、手賀沼の風景を満喫しました。小学部最後の移動教室、楽しむことばかりでは

なく、自分の身の回りのことを自分でできるだけ取り組むことや、食事の準備、荷物の整理などの仕事も頑張

りました。また、この宿泊を通じて友達関係も深まりましたので、残りの小学部での生活においてますます集

団としての力を発揮してほしいと願います。 

Ｎ部門 小学部６年 移動教室担当 小林 正明 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎ部門 小学部６年 移動教室担当 ＊＊＊＊＊ 

今回で第５回となったＳ部門小学部運動会を、無事に終えることができました。御家族や関係機関の皆様か

ら大きな御声援をいただき、また、シカちゃん・モトちゃんも閉会式に駆け付けてくれて、会場全体が一つに

なって盛り上がることができた運動会となりました。ＰＴＡの方々には、受付や駐車場整理等の御協力をいた

だき、円滑な運営をすることができましたこと、心より感謝申し上げます。 

学年、学習グループによる競技や、１年生から６年生までの全児童で行う全体種目、応援合戦など、児童一

人一人がドキドキ・ワクワクしながら、それぞれの課題に取り組み、練習の成果を発揮する姿には、とても逞

しさを感じました。結果は白組の勝利！赤組は残念でしたが、１点差という僅差で大健闘でした！ 

Ｓ部門 小学部 運動会担当 田村 帆称美 

たくさんの御家族や関係機関の皆様に御声援いただき、大変盛り上がったスポーツフェスタとなりました。

課題走では、「毎年生徒の成長の様子を見ることができ感動で涙目になりました」、「生徒みんなが頑張る姿に感

動しました」などの御感想をたくさんいただきました。鹿本玉入れでは、中学部、高等部ならではの「先輩・

後輩というやり取りがあったり、接戦で盛り上がったりで見ていて楽しかったです」という御感想をいただき

ました。様々な面での御家庭の御協力により生徒の真剣な表情や笑顔に溢れたスポーツフェスタが開催できま

した。 

最後に、朝9時からの受付などＰＴＡの皆様の多大な御協力により、円滑にスポーツフェスタを運営できま

したことに感謝申し上げます。 

Ｓ部門 中学部・高等部 スポーツフェスタ担当 井町 修久 


